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    アマゾン「インド・フォン」で考えること
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2014年にアマゾンがスマートフォン市場で失敗したことはまだ記憶に新しいが、また新しい噂が聞こえてきた。それも、ごく普通のAndroid、米国ではなくインドでというのである。常識ではなく、ビジネスモデルとアルゴリズムを信じるこの企業には、実書店の件でも大いに驚かされたが、今回はかなり信憑性が高いと筆者は考えている。

「次の10億人」市場とは何か

Gadget 360 などが伝えた内容は、(1)米国市場はパスし、インドから始める、(2)Fire Phone のような先進的ハードではなく、スタンダードなAndroid (7.1.1)フォンに近い。Google Play対応でAlexa非対応、(3) CPUセットはSnapdragon 435、画面は5.2-5.5型、RAMSnapdragon 435＝2GB、内蔵メモリ16GB、(4)価格は6,000ルピー（97ドル前後）。つまり廉価スマートフォンのレベルということになる。これはスマートフォンの世界普及が20億台という中での「次の10億人」を狙ったものだと思われる。

この市場はモバイル・プラットフォームとともに生まれた。年間所得100ドル台でも生活インフラとして利用することを想定している。中国やインド、アフリカでは近年、決済手数料が1%以下という少額決済（マイクロペイメント）の普及が目覚ましく、小売市場の姿を変えつつある。アマゾンは（Googleと同様）2020年代の世界市場は、「次の10億人」を制した者が制すると考えていると思われる。ここは（欧米市場以上に）広告なども含めた精密なビジネスモデルが重要になる。中国で多数の「ユニコーン企業」が生まれているように、新興国の成長力はすさまじい。アマゾンが年率20%台の成長を維持するためには、痩せていく先進国の中産階級ではなく、旺盛な成長力の新興国市場に注目するのは当然だろう。



ユニコーンはアジアに現れる

廉価なAmazon Phoneは、新しいモバイル消費者とのコミュニケーション・ツールで、30-50ドルあたりがラインとなるだろう、広告やプライムなどとの併用で「実質ゼロ」ということも十分に考えられる。中国やインドで欧米のような成功を得ていないのは「政府」の存在だが、戦略のローカライゼーションが不足していることも明らかで、自国市場のシェアだけで世界ナンバーワンとなった中国やインドの企業が欧米に逆上陸することは十分に予想しているだろう。

「次の10億人」という発想は、コンテンツビジネスにも無関係ではない。30億人を背景にした流通・決済革命は世界規模のもので、少額コンテンツや無償コンテンツを中心とした「出版の価格革命」はそこまで来ており、これに乗れれば「ユニコーン」にもなれるからだ。それには「デジタル・ファースト」が唯一の道だ。日本の出版界はアジアを中心としてた戦略を構築しなおす必要がある。日本は巣篭りするには小さすぎる。◆ (鎌田、06/08/2017)

参考記事

	Amazon Aims to Put Fire Phone Nightmare Behind With 'Ice' Smartphones, By Manish SIngh, NDTV, 06/05/2017

	A Half-True Rumor: Amazon to Launch Smartphones Codenamed “Ice”, 06/05/2017 by Nate Hoffelder

	Amazon is developing a new Android Smartphone, By Michael Kozlowski, Good eReader, 06/05/2017

	 Amazon Working On A Phone Again: Fire Replaced With Ice Amazon Working On A Phone Again: Fire Replaced With Ice, Ian Morris, Forbes, 06/05/2017



 




アマゾンがKindleの書込みツールを一新 (♥)
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アマゾンは、Kindleコンテンツにユーザーが残す Notes and Highlights（栞・強調・書込み）機能の改訂を行い、Kindle.Amazon.comのWebサイトを通じてユーザーが管理・更新・共有を行う環境を提供した。とくにスマートフォン環境で使いやすくしたのが特徴だが、数ある書込み管理ツールの中で決定版というものとなるかが注目される。[全文＝♥会員]

全文は、有料購読会員になるとお読みいただけます。会員申込

モバイル・フレンドリーな環境へ



読書体験が生み出す「新しい金鉱」


アップルHomePodは何をするのか？
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アップルは6月5日、音声アシスタント・スピーカーHomePodを12月に発売するとWWDCで発表した。アマゾンが先行、Googleが追走して始まった競争は、マイクロソフトに続くアップルの発表で、今年後半に新しい段階を迎えることになる。しかし、価格350ドルの本機が、どこに投入されるのかはまだ明らかではない。

「声のUI/UXデザイン」は示されず

口の悪い人からは「トイレットペーパー」という声もあるが、アマゾンの切り株、Googleの調味料入れと比べて遜色があるとは思えない。高級Wi-Fiスピーカーとして、自動音場補正が出来るのは予想通りだが、HomePodが他のスマート・スピーカーと大きく異なるのは、家の中の音声データを端末内で処理する点だ。AlexaやGoogle Homeはクラウドにアップロードするので、プライバシー上はより安全と言える。しかし、最大でEcho Dotの5倍という価格を消費者がどう評価するかについては否定的な声が多い。また、Siriプラットフォームとそのビジネスモデルがどのようなものか、そしてスマート・アプリをどう展開するのかも問題になるだろう。

今のところ見えているのは、アマゾンとGoogleがよく似た戦略アプローチ（汎用的音声エージェント・サービスの広角展開）をとっているのに対して、アップルは機能／用途を、情報・娯楽系のほか、カーシェアリング、写真検索、フィットネス、決済などに絞り込んでいる。数にして二桁以上少ないのだ。これは同社にとっては手慣れた手法だが、パーソナル・デバイスとホーム・デバイスが同じでいいとは思えない。筆者から見ると、ライフデザインの提案が出来ていないと思えるのだ。

音声エージェントの技術的課題は多いが、最も重いのは声のUI/UXのデザインだ。複数のデバイス、無数のサービスをシンプルかつ透過的な指示で操作するのは、相当に時間がかかると思われる。アップルがUI/UXのトップ企業であることは疑いはないが、圧倒的な実績のあるビジュアル系に対して、音声系ではiPhoneのSiriサービス以外に実績はない。「ホーム」は「パーソナル」とは別概念で、これまで容易に実用化が進まなかったことが物語っている。



アップルはAIに何をやらせるつもりなのか

SiriのAIは、Alexaや Google Assistantほどに成熟していない可能性が強い。音声アシスタントの「知能テスト」を行っているStone Templeのデータによれば、一般的知識を試す質問への回答率と100%正答率は、Googleが68.1%／90.6%、マイクロソフトが56.5%／81.9%、アップルが21.7%% is reserved for future function. Please escape with tilde(~)／62.2%、アマゾンは20.7%／87.0%。単純に誤答したのはSiriだけが3%弱で、他は1%以下だった。アップルとアマゾンの回答率が低いのは、両社のAIが「一般常識に弱い」ことを示し、Googleは全方位的であること、アマゾンは「偏向的」であることを示している。これはGoogleが過去数年間大規模かつ系統的なAI企業買収を手掛けてきたことの反映だ。しかし、アップルは全体として弱い。つまりクラウドでもデバイスでも違いがあまりないのだろう。

アマゾンはメディアやホームコントロール、コマース系にフォーカスし、一般常識への関心が薄いと思われる。そしてクラウドで学習を積むことで完答率を高めていくプロセスを確立しているはずだ。Googleが一般的な検索から商品広告につなげるのが得意であることは言うまでもない。それらに対して、アップルやマイクロソフトはビジネスモデルとの結びつきが弱いために、結びつけるビジネスモデルに弱いために上述した結果となる。どれが成功するかと言えば、やはりアマゾン＞Google＞アップル＞マイクロソフトだと思う。◆ (鎌田、06/06/2017)

参考記事

	Alexaひとり勝ち？ アマゾンが次に直面する「本当の挑戦」、By Liz Stinson, Wired日本版, 02/22/2017

	Siri対応スピーカーからプロ用iMacまで：アップル「WWDC」で発表された5つのハードウェア, By Daisuke Takimoto, 06/06/2017

	Why Google Assistant Is Smarter Than Siri, Cortana, And Alexa, By Motek Moyen, Seeking Alpha, 06/04/2017

	Apple Set to Expand Siri, Taking Different Route from Amazon’s Alexa, By Stephen Nellis, The Digital Reader, 06/05/2017

	Apple Launches HomePod Speaker to Bring Siri Into the Living Room, By Stephen Nellis, The Digital Reader, 06/05/2017






図書館電子貸出の「シェアリング・エコノミー」
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楽天 Overdriveは、学校や図書館を対象とした Cost Per Circulation (CPC)という新しい課金モデルを年内に導入すると発表した。これは幅広いコンテンツの中から、契約読者が実際に借出した時に課金されるものだが、学校・図書館はこのモデルを従来の複数のモデルと併用することが可能で、選択の幅が広がることが期待される。

Overdriveも「回数課金」を導入へ

Overdriveは、すでに1ユーザー1部だけでなく、同時複数利用(課金制)も可能にしており、タイトルごとに想定貸出数、予算限度を設定して契約するが、CPCはこれらと並んで選択できるようになる。Simon & Schuster Audio のオーディオブック・カタログ、Baker Publishing、Lerner Publishing など多数の出版社がカタログ掲載タイトルのCPCモデルでの提供に同意しているという。価格設定など詳細は不明だが、「1ユーザー1部」を原則に、タイトル購入に高額（時に100ドル以上）を支払っていた伝統的な図書館貸出からの脱却を意味する。

米国では、2010年代に入って大学図書館を中心に、Patron-Driven Acquisition (PDA)と呼ばれる「利用者主導型購入方式」が拡大しており、Overdriveも他のベンダーと並んでこのモデルに対応している。しかし、新興のHooplaは、pay-per-use（PPU=利用回数課金）で急速に契約図書館を拡大しており (900以上)、市場リーダーであるOverdriveや3Mに脅威を与えている。CPCはPPUと同じものだ。



予算制約で必要となる調達の柔軟性

図書館の予算は削減あるいは抑制されており、他方で読書へのニーズは多様化しているので、在来の蔵書モデルでは需要に対応できない。高価で相対的に読者が少ない専門書を扱う必要がある大学図書館などでは、PPUはほぼ必須といえるが、毎月の上限を設定すると、上限に達した後は翌月まで利用できなくなる。昔から、図書館というものはフラストレーションがつきものだが、昔と違うのは、人々がそう忍耐強くないことだろう。入手手段やコンテンツに代替がなければ、最初から使わなくなる可能性が強い。

CPC/PPUが注目されるのは、これがどこまで広がり、購入モデルとどうバランスするか、そして出版社がこの図書館での「シェアリング・エコノミー」の拡大にどう対応するかだ。もともと（近代以後の）図書館は、コミュニティによる知識共有を保証する「シェアリング」のしくみであり、出版社がこれに協力しないことは、少なくとも「非」社会的行動といえる。

米国でも、大手出版社ほど図書館に冷淡で、E-Bookの貸出に関しては、価格の上乗せや利用回数制限などで制約を課してきた。しかし、書店の衰退で出版流通がアマゾンへの依存度を高める中で、大手出版社が態度を軟化させる可能性もある。◆ (鎌田、06/06/2017)

参考記事

	Overdrive Changes the eBook Game with Cost-per-Circulation, By Michael Kozlowski, Good eReader, 06/04/2017

	Hoopla is giving Overdrive a run for their Money, By Michael Kozlowski, Good eReader, 07/04/2015

	E1310 - 大学図書館に広がる電子書籍のPatron-Driven Acquisitions, By 林豊, カレントアウェアネス-E, No.218, 07/12/2012






独自の発展を開始したオーディオブック(♥)
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米国のオーディオブック出版社協会 (Audio Publishers Association=APA)は、最近の消費者調査の結果を発表し、急速な拡大を続ける市場の輪郭を更新した。2016年の市場規模は、2015年比で18.2%増の21億ドルとなり、3年連続で20%近い成長。販売点数は33.9%で、1冊以上完読した「普及率」は24%で6,700万人で、こちらも22%の上昇。[全文＝♥会員]

全文は、有料購読会員になるとお読みいただけます。会員申込

「聴く読書」は若い読者に歓迎された



ライフスタイルに密着した読書体験の開拓
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